
 

 

 

特別展「没後 70 年 南薫造」の開催について 

 

                            令 和 ３ 年 ４ 月 19 日 

                               文 化 芸 術 課 

１  要 旨 

広島県立美術館において，令和３年４月 20 日（火）から令和３年６月 13 日（日）ま

での間，特別展「没後 70 年 南薫造」を開催する。 

 

２ 特別展の概要 

呉市安浦町出身の南薫造（1883－1950）は，近代日本洋画史を代表する画家の一人である。 

本展では，清新な作風で注目を集めた滞欧作をはじめ，印象派の影響が見られる油彩画

や，みずみずしい水彩画など代表作を網羅し，穏やかで気品に満ちた画業の全貌を紹介す

る。 

（１）会  期 令和３年４月 20 日（火）から令和３年６月 13 日（日）まで 

（49 日間，月曜日は休館。ただし，祝日の場合は開館） 

（２）開館時間 ９：00～17：00（金曜日は 20：00 まで開館，入場は閉館の 30 分前まで） 

（３）入 館 料 一般 1,400 円，高･大学生 900 円，中学生以下無料 

※前売り・20 名以上の団体は当日料金より 200 円引き 

 

３ 新型コロナウイルス感染拡大防止対策 

  来館者に対し，入館時の体温確認，マスクの着用，手指アルコール消毒，展示室内での

ソーシャルディスタンスの確保を依頼することに加え，ＡＩカメラを活用した混雑状況

の発信を「広島県立美術館ＨＰ」や広島県観光ＨＰ「ひろしま観光ナビ」でリアルタイム

に行うことで，安心して来館できる環境を提供する。 

 

４ その他美術館等の連携 

  本展入館券の提示により，縮景園に 100 円で入園できる。 

  また，本展会期中，ひろしま美術館及び広島県立美術館の２館で相互割引を実施する。

（２館のいずれかの特別展チケット（半券可）の提示で，当日料金を 100 円割引） 
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